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 自己理解を深めるためには、自尊感情を高めることや、他者理解及び価値観の多様性に気づ

くことが必要である。本研究では、読書指導を通して自己理解を深めることを提案する。 
今回、小学校及び高等学校において、ねらいを明確にした意図的な読書指導を行った。読み

聞かせやホームルーム活動での実践を行う中で、かかわり合うこと、聞き合うことの重要性と

課題が見えてきた。そこで、仲間同士が互いを高め合う人間関係づくりの理論と手法を読書指

導に取り入れ、クラスみんなで聞き合う環境をつくる、自分の好きな本を友だちに紹介する、

自他の価値観の違いを知る提案などを行った。これらの提案を学校教育における読書活動の充

実に繋げたい。 
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１ はじめに 

読書は、人生をより深く生きる力を身につけていく上で不可欠なものである。このことは「子ども

の読書活動の推進に関する法律」の基本理念に示されている。また第２期「土佐の教育改革」でも「豊

かな心を育む教育の推進」として読書活動の充実があげられている。脇明子（2005１））によると、「現

在、子どもたちを取りまく環境は急速に変化している。実体験の場の減少、コミュニケーションや自

己理解の不足など、特に自分に自信を持つということが難しくなっている。そのような中で、かつて

子どもたちの周囲にあった、生きていくのに役立つ

『うまい助け』を得ることはどんどん困難になって

いる。この世の中で様々な問題を乗り越えていくた

めに、読書は大きな助けになる。」と述べている。 

また近年、不登校や友人関係がうまく結べない子                      

どもが問題となっている。それは自尊感情の低さや、 
多様な価値観をもてず、固定化したものの見方、考                       
え方をすることに起因するとも言われている。自分      
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を十分理解し、自分を大切な存在として認める、ま 
た多様な価値観を知り、すぐそばにいる友達を理解 
していくといった面を育てるには、教科の学習をは

じめとして豊かな体験が有効だと思うが、脇の言葉

にもあるように、読書もまた大きな力を持っている。 
そこで、本研究において、人間関係づくりの理論

や手法を取り入れた、自己理解を深める読書指導を 
提案することは、第２期「土佐の教育改革」の柱の「豊かな心を育む教育の推進」をより具体化する

ことになると考える。 
 

２ 研究目的 

  本研究の目的は、意図的な読書指導を行うことによって、自己理解・他者理解を深めていくことが 
 できるのではないかということを検討することにより、小学校では、「本を好きになる」「本に興味・

関心を持つ」「読書習慣の基礎を作る」ことをねらいとする。また高等学校では、読書による自分探し 
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図１ 読書の役割 



 （自己発見）、コミュニケーション能力の育成、キャリア教育に繋げることをねらいとした。 
  

３ 研究内容   

(1) 読書指導の基礎研究 

① ブックトーク 

    テーマを決め、そのテーマにふさわしい本を５、６冊から 10 冊くらい選び順次紹介していくも

のであり、テーマは子どもたちの実態によって決定する（子どもたちが興味関心を持っているも

の）。シナリオを書き、子どもたちの前で語るという形態を取る。今回は紙面上のブックトーク（ペ

ーパーブックトーク）も取り入れ、自分のペースで読むことや読み返す、自分のブックリストづ

くりのモデルにすることもねらいとした。 

② 読み聞かせ（県立図書館主催：子どもと読書研修会参加） 

  読み手の読書体験や感動を子どもたち（聞き手）と、また子どもたち同士が感動の場を共有す

ることをねらいとして読み聞かせを行った。耳と目と心とを合わせた「聴く」力をつけるために

今回は、絵本を教材として選定した。 

 (2) 人間関係を育てる手法の基礎研究 

   「読書指導」と「人間関係を育てる手法」を融合した意図的な読書指導を考えた。構成的グルー

プエンカウンターや心の冒険教育の手法を児童生徒の発達段階や実態に合わせて取り入れた。 
 ① 構成的グループエンカウンター(Structured Group Encounter 以下ＳＧＥとする) 

    ＳＧＥは國分康孝氏によって「ありたいようなあり方を模索する能率的な方法として、エクサ

サイズという誘発剤とグループの教育機能を活用したサイコエジュケーション（心理教育）であ

る」と定義されている。エクササイズには「自己理解」「他者理解」「自己受容」「自己主張」「信

頼体験」「感受性の促進」という６つのねらいが設定されている。 

活動の一時間は、インストラクション（本時の意義や目的を述べ、実践するエクササイズのね

らい、やり方、留意点、コツを説明する）→エクササイズ（＝誘発剤。エンカウンターの６つい

ずれかのねらいを達成するための行動）→シェアリング（お互いの固有の体験を共有すること。

本人の気づきを引き出し、周囲の生徒の他者理解をすすめる）→まとめというように流れる。エ

クササイズは児童・生徒の実態に応じた形、リーダー（支援する教師）の力量に合わせて変化さ

せる「アレンジ」の必要性が述べられており、今回は本や読書を取り入れたエクササイズとした。 

② 心の冒険教育（プロジェクトアドベンチャー） 

    心の冒険教育は人とのふれあいに焦点をあて、仲間と一緒にお互いが助け合い、協力をしなが

ら体験活動にチャレンジしていくものである。その体験はグループでの活動で、過程には様々な

気づきや楽しさ（人と関わる楽しさ、新しいことを知る楽しさ、自分が成長していく楽しさ）が

ある。この活動は安心できる環境の中で行われ、活動を通じて問題解決能力、自己決定能力を身

につけ、「生きる力」を養うことができる。今回は安心して活動できる環境づくりを意識させるた

めにビーイング（子どもたち自らが活動のルールを作る）を活用した。 
 (3) 児童生徒理解、学級把握・分析 

   楽しい学校生活をおくるためのアンケートＱ-Ｕを活用し、学級全体の雰囲気や一人一人の実態把

握を行った。  

 (4) 本の選定・資料の作成 

   読み聞かせの選書にあたっては、村上淳子（2005２））が言う、「まず子どもたちの実態、生活の様

子や何に興味関心を持っているかを知る、大人が『聴かせたい』本ではなく、子どもたちが『聴き

たい』本を選ぶこと。」を第一とした。また、絵本は簡潔でかつ最も心の奥底に響くものであり、誰

が読んでも楽しく、心温かくなる。子どもの目線で書かれたものが多く、子どもの興味関心に即し

ている。そのため県立図書館や選書のためのさまざまな本、読み聞かせを実践している他県の先生



方のホームページなどを利用した。 

   生徒各自が活動できるように資料はワークシートで提供した。 

   読み聞かせやブックトークで使用する本は、活動後子どもたちが実際に読んだり手に取ったりで

きるように原則として学校図書館や公共図書館にあるものを利用し、貸し出し等も行った。  

 (5) 実践研究（６月～３月） 

協力校 Ａ小学校３年生 37 名・Ｂ高等学校１年生 37 名 

 

４ 小学校での実践（毎週水曜日、朝の読書の時間８時 15 分～８時 25 分 計 23 回） 

心の冒険教育の手法を取り入れた読み聞かせ活動「わくわく楽しいブックタイム」を実施した。活

動名も子どもたち自身が決定した。事後指導として読書通信（「わくわく楽しいブックタイムつうし

ん」）を学級に掲示した。 

 (1) Ｑ-Ｕから見える学級の様子 

 Ｑ-Ｕから見える学級や子どもの変化を知るため、６月と１月

の２回アンケートを実施した。 
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図２ Ｑ-Ｕアンケート（６月） 

 男子が３分の２を占めるにぎやかな学級である。活発に活動

できる反面、「落ち着いて聞く」「動から静への切りかえ」が難

しい児童が多いと学級担任より聞いた。 

６月のＱ-Ｕの結果から見ると、学校生活不満足群の子どもが

半数近くおり、学級生活の基本ルールが守られにくい状態で、

学習をする環境づくり、ルールづくりが課題だと考えられた。 

女子の８割は学校生活満足群に位置しており、まじめでおとな

しい子が多いが、自分の意見を集団の場では出しにくいように

見えた。 

教室での様子を合わせてみても、集団として「聞く」という

部分が弱く、ルールの徹底の必要さを感じた。そこで、ビーイ

ング、アイスブレーキングにより学級に学び合う環境づくりを

行いながら、読み聞かせ活動を実施した。 

 (2) 活動（わくわく楽しいブックタイム） 
  さまざまな場面で子どもたちに声をかけ、小さな事でもほめ、役割分担を与えるように心がけた。

学級担任も子どもと同じ立場で活動に参加してもらった。 
① ビーイング                

 子どもたち自らが活動のルールを作っていくもので、この学級では、「楽しく本を読み、聴く、

共有の場でどのようなことに気をつけていったらよいか」について話し合った。そこで子どもた

ちが決めたルールは右のように紙に書き、活動のたびにルールの

確認をした。 

活動を続ける中で、支援者が「静かにして。」と注意するのでは 
なく、子どもたち同士が注意しあう場面が目立つようになってき 
た。ルールある学級という環境が作られつつあるように感じた。 

② アイスブレーキング 

 活動当初は読み聞かせのみの活動を行っていたが、子どもたち

の集中力は低く、学級担任との相談の結果、読み聞かせの前に体と心をほぐす（アイスブレーキ

ング）活動を取り入れることにし、元気度チェックやジャンケン列車を行うことにした。最初は

ジャンケンを嫌がる子どももいたが、次第に楽しく活動でき、読み聞かせ前の心の準備ができて

きた。このことは、子どもたち同士のかかわりを深め、場と感動を共有する読み聞かせ活動の充

資料１ ビーイング



実に繋がったと思われる。また「子どもたちが個々に体を動かし、声を出す」ということは、一

種のストレスマネジメントであり、その後の集中力を高める要因になった。 

③ 読み聞かせ 
表１ 読み聞かせに使用した絵本 

ねえ、どれが いい ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑ アリからみると 桑原隆一

やさいのおなか きうちかつ ほんとだってば！ ﾏｰｻ･ﾒｲﾔｰ

やまもも第28集 やっぱりおおかみ 佐々木マキ

がいこつさん 五味太郎 さる・るるる 五味太郎

ほね 堀内誠一 かいじゅうがおふろにいるよ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｽ

のはらうた 工藤直子 さる・るるる-ONE MORE- 五味太郎

ぞうからかうぞ 石津ちひろ もうどうけんドリーナ 土田ヒロミ

これはのみのぴこ 谷川俊太郎
サンタクロースってほんとにい
るの？

てるおかいつこ

大あらし ﾃﾞｪｳﾞｨｯﾄ･ｳｨｰｽﾞﾅｰ サンタクロースと小人たち ﾏｳﾘ･ｸﾝﾅｽ

もっちゃうもっちゃう
もうもっちゃう

土屋富士夫 こうもりくん ｹﾞﾙﾀﾞ･ｳﾞｧｰｸﾞﾅｰ

ばけものつかい 川端誠 いっぽんばし　わたる 五味太郎

きみは しっている 五味太郎 月人石 谷川俊太郎

にじいろの さかな ﾏｰｶｽ･ﾌｨｽﾀｰ ちいさな１ ｱﾝ･ﾗﾝﾄﾞ

おつきさま やすいすえこ オオカミクン ｸﾞﾚｺﾞﾜｰﾙｿﾛﾀﾚﾌ

ぶたのたね 佐々木マキ ぼく、だあれ 天野祐吉

わゴムはどのくらいのびるのか？ ﾏｲｸ･ｻｰﾗｰ ゆげ 大沼鉄郎

おなら 長新太 ふしぎなナイフ 中村牧江

おばけの一日 長新太

１ねんに365のたんじょう日プレ
ゼントをもらったベンジャミン
のおはなし

ｼﾞｭﾃｨｽ･ﾊﾟﾚｯﾄ

ぼくはおこった ﾊｰｳｨﾝｵﾗﾝ 三つのお願い ﾙｼｰﾙ･ｸﾘﾌﾄﾝ

おしいれおばけ ﾏｰｻ･ﾒｲﾔｰ ゆきのひ ｴｽﾞﾗ･ｼﾞｬｯｸ･ｷｰﾂ

チーターよりはやくはしるのは
だあれ？

ﾛﾊﾞｰﾄ･E･ｳｪﾙｽﾞ わたし 谷川俊太郎

キャベツくん 長新太 とりどりのとり 佐々木マキ

となりのせきのますだくん 武田美穂 ゆうちゃんとめんどくさいサイ 西内ミナミ

読み聞かせは一回２冊を

基本として活動の流れを考

えたが、子どもたちの実態

に合わせて読む冊数を変え

たり、詩集を利用したりす

ることもあった。読んだ本

はクラスに貸し出し、子ど

もたちが手に取り、読むこ

とができるようにした。 

持参したものの、時間の

都合で読めなかった本にも

子どもたちは興味を持つよ

うになってきた。希望に応

える意味で、本の表紙を見

せたり、次週の活動時に読

んだり、クラスに貸し出し

たりした。 

国語の教材として取り扱

われている内容のものも読

み、授業を深めていく選書

にも取り組んだ。 

  ④ 通信（ペーパーブックトーク） 

 読書の習慣、興味づけのた

めに本の表紙や内容を掲載し

た。また仲間づくりを取り入

れた読書活動を行ったのでル

ールの確認や子どもの様子な

ども紙面に載せた。Ｂ４サイ

ズでカラー印刷を行い、教室

の掲示板に貼った。 
 活動時は黒板に掲示してい

るので、何人かの子どもたち

は、「この本は読んだことがあ

る。」「この本はどこで借りる

ことができるのか。」など興味

関心を持って話をしていた。 
この通信は活動と同じ回数

（23 回）発行し、読み聞かせ

活動で読んだ本以外に通信で

紹介した本は、144 冊になる。

国語の教科書（「新編新しい国
資料３ わくわく楽しいブックタイム通信８号 



語三年上下」 東京書籍）の

「読書の窓 三年の本棚」に

関連させた本もあり、子ども

たちに対して読書の興味、関

心づけの一つになったと感じ

ている。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 資料４ わくわく楽しいブックタイム通信 20 号 

 

 資料５ 通信
 

 (3) 活動後の感想やＱ-Ｕから見える学級や児童の変化 

１月のＱ-Ｕを６月のものと比べて見ると、学校生活満足群に

位置する子どもが 42％と増えたことがわかる。学校生活不満足

群から大きく伸びた子どももいる。全体的に承認得点が高くな

ったことから、学級にルールが確立しつつあり、落ち着きがで

てきたことがわかる。河村茂雄（2004３））の言う「学級生活を

主体的に送ろうとする意欲」のある状態に変化しつつあると言

える。 
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実際の活動の様子を見ても、あいさつも良くでき、明るく、

多数の子どもが活発に動くことができるようになってきた。要

支援群に位置する子どもたちも、活動の中で積極的に動いてい

る姿が見られるようになってきた。 

 読み聞かせ活動だけで子どもたちが変わったわけではないが、

子どもたちのよさを見つけようとしたこと、また学級担任の

日々の指導や、学校全体で取り組んでいる様々な指導などによ

り、学級全体が変化してきたと言える。 図３ Ｑ-Ｕアンケート（１月） 

また、今回の読書指導によって、子どもたちの心の動きがわ

かるものとなった。「集中力がついた。」「子どもたちの目が輝いてきた。」「子どもたちの座る場所が前に

なってきた。」など、自ら本を楽しもうとする積極的な態度が見られ、「聞く」から「聴く」に変化して

きたと言える。 
 活動終了後の感想は、「おもしろかった。」「楽しかった。」だけではなく、自分の心に残った本の題名

や内容に触れるものが大半を占めた。「読んでくれた本を自分でもまた読みたい。」「本が大好きになっ

た。」という感想や、次年度も活動を続けてほしいと希望する子どもがほとんどだった。       



５ 高等学校での実践（ロングホームルームの時間 ３時間） 

 (1) 学級の様子 

   「騒がしいクラスです。」という紹介を受けた。クラス全員が騒がしいというのではなく、一部の

生徒が騒いでいるという印象だった。実践の日は朝の読書の時間からクラスに入ったが、生徒たち

は落ち着いた様子で読書をしていた。また授業時の生徒の様子も、活動に真面目に取り組み、積極

的な態度であった。ただ、仲間とのかかわりは弱く、個人行動をとる生徒が多いように感じた。 

 (2) 活動 

   個人の読書の深まりをねらうとともに、読書の幅を広げ、自己理解・他者理解の促進のきっかけ

となる活動を行った。コミュニケーション能力やソーシャルスキルの不足、自分の意見を他人に伝

える自己主張が苦手だという実態から更に枠を与え、自己理解・他者理解のねらいが達成できるよ

うな工夫を行い、キャリア教育に繋げる内容をも目指した。高等学校学習指導要領、特別活動の内

容Ａの(2)ア、(3)に沿ったものとし、教育課程に含まれるものとした。 

   一時間の進め方は、アイスブレーキング、ねらいの確認、エクササイズ、シェアリング、まとめ、

ふり返りカードの記入とし、支援者自身が自己開示を行いながら、学習活動のモデルとなるように

仕組んでいった。活動人数は生徒のリレーションを形成していくために、２人組から行った。    

  ① 私の本棚（読書による自分探し「自己理解」） 

自分が今まで読んできた本をふり返り、ワークシートに記入しながら、ジャンル分けや自分の 
読書傾向を確認し、自分の本棚を整理していく。その本棚からイチオシの本を友人に紹介するこ

とで、自分の気づかなかった面を見つめていくブックトークをＳＧＥという枠の中で体験し、シ

ェアしあう活動を行った。活動のペアづくりは、学習した古文の序段を利用したもので、クラス

内の新しいリレーションづくりも考えた。 
  ② 読書スピーチ（好きな本、イチオシの本の紹介「自己理解」「自己主張」「他者理解」）         

    自分のイチオシの本を友人に分かりやすく紹介し、自分と同じ考えや違う考えを持つ友人を理

解していく。 
    活動後のふり返りでは、「自分を表現するのは難しい。」という生徒もいたが、「相手と共感でき

た。」「相手の意見がわかる気がした。」「人それぞれだと思った。」など、ねらい達成につながる活

動になった。 
 

表２ ホームルーム活動 読書スピーチ学習指導案（略案） 

学習活動 指導上の留意点

導

入

１　アイスブレーキングを行う

 (1)　ラッキー７

 (2)　名前交換（あいさつ）

　　・「〇〇が好きな【姓・名】です。」

２　前時の内容を確認する。

３　授業のねらい確認する。

○  簡単なゲームをすることにより、和やかな雰囲気をつくる。

○  ペアを確認させる。

○  本時のねらいや活動の内容を理解させるため、生徒に注意を促す。

（黒板掲示）自己理解・他者理解

展

開

４　話し方・聞き方エクササイズを行う

５　ブックトークを行う。

（インストラクション）

６　紹介の原稿づくりを行う。

（ワークシート

    「私の好きな本」「私が紹介します」）

７　４人で本を紹介しあう。

 (1)　付け足し、質問があれば行う。

○  聞く態度、話す態度について注意させる。

　 ・  否定、批判させない。

   ・  相手にとって心地よい聞く態度を示す。

○  活動後の気持ちを２人で話させる。

   ・  支援者の自己開示

○  前時のシートにあわせてブックトークをする。

 

   ・  記入は具体的に示させる。（板書）

（自己開示・他者理解）

ま

と

め

８　感じたこと、考えたことを４人組で話す。

９　授業のまとめを行う。

10　ふり返りシートに記入する。

○  シェアリング

   ・  ペーパーシェアリングも可とする。

○  いろいろな考えがあることを感じさせる。

　　（他者理解）

○  自分の読書歴を知り、自分と読書について考えることができたか

  ふり返らせる。（自己理解）

○  後日紙面上（通信形式）で全員の好きな本を紹介する。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  ③ ６人の生き方（昨年評判になった作品の登場人物の生き方「価値観の多様性」） 

資料６ ６人の生き方 
      ワークシート 

６人の生き方 
 今日のテーマは「多様な生き方」です。

生き方は個人によって大きく違うし、ど

んな価値観を持っているかで人生は大

きく違ってきます。今日はそれを考えて

みましょう。 

次の６人は昨年評判になった作品の

登場人物です。それぞれの人生を読み、

あなたが好きだと思う人生の順に１～

６の数字を（ ）に書き込んで下さい。

    オリジナルの「教材」を作成した。テーマは多様な生き方で、昨年評判になった作品の登場人

物の生き方を示した。それぞれの人生を読み、自分が好きだと思う人生の順に番号をふった後、

４人組で「なぜその順番をつけたのか」を話し合うという活動を行った。本教材を作成したのは、

中高校生がよく知っており、強い興味、関心を持っているものであれば、本音の部分を引き出す

きっかけになる。また、原作本を読んでみようという読書への喚起を促すきっかけとなることを

期待したことが理由である。よく知っていたからこそ４人でのシェアリングも活発に行われ、価

値観の多様性を知る活動になったと言える。 
 (3) 生徒の変化 

   活動後のふり返りを見ると「本に対する考えは人それぞれだと思った。」や「友達から本の紹介を

聞いて自分も読みたいと思った。」など、「朝の読書」の展開の一つとなったように感じる。また「自

分のことをもっと話せるようになりたい。」「もっとちゃんと自分のことを話したい。」など自分を知

り、自分を表現したと思う気持ちの高まりを感じることができたのではないだろうか。同時に「相

手の気持ちが分かるような気がした。」「他の意見も聞きたかった。」「相互理解に近づけた。」など友

人（他者）を理解し、クラス内のコミュニケーションが広まったようにも感じている。 



６ まとめ 

 (1) 小学校での成果 

  ① 読書に対する興味関心を持つ子どもが多くなり、読書習慣の確立に繋がった。 

  ② 子どもたちに集中力がつき、「聞く」から「聴く」に変化してきた。 

  ③ 仲間づくりの手法を取り入れたことで、子どもたちがかかわり合う機会が増えた。子どもたち

に学び合う環境づくりができつつあり、他の学校生活の中にも生かすことができると思われる。 

  ④ Ｑ-Ｕのプロットにも表れているように、学級内の心と体の安全が確立され、河村茂雄（2004３））

の言う「学級生活を主体的に送ろうとする意欲」を持つ子どもが増えてきている。 

 (2) 高等学校での成果 

高等学校学習指導要領、特別活動の内容Ａの（２）ア、（３）を考えると、今回研究した読書指導

の提案は意義があると考える。 

① 生徒に自己発見があり、自己理解を深める機会となった。 

② 友人の読む本を知ることや意見を交換することにより、友人（他者）を理解をすることができ 

た。 

③ 多様な価値観を知ることで、さらに自己理解を深めることができ、自分の生き方を考えるキャ

リア教育への繋がりも示すことができたと感じている。 

 

７ 今後の課題 
学校教育において、継続的に読書指導を行っていけるシステムづくりをどのように提案していくか

が今後の課題である。村上(2005２)）は「教育現場でいろいろな実践に取り組む時、こんなふうに子ど

もたちは育つだろうといった成果や達成目標があるが、読書指導はこのように成果などを求めるもの

ではない。」と述べているが、これまで提案した内容を検証していくことは、読書指導の充実に繋がる

と考える。また、小学校では「読み聞かせ活動」を PTA やボランティアにつないでいくこと、そして、

高等学校では、生徒の主体的・意欲的な読書活動を充実させるための読書指導計画を具体的に提案し

ていきたい。さらに、「高知県子ども読書活動推進計画」に基づいた学校での具体的読書指導計画の提

案を行うことで読書指導の充実に寄与していきたい。 
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